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1. 研究目的 

各自治体の橋梁維持管理は，従来の事後保全型の橋梁維持管理方法から予防保全型に移行しつつあり，劣化曲線

に基づいて橋の劣化状況を予測するとともに，橋梁点検を実施し，効率良い維持管理に取り組んでいる．橋梁点検

データを蓄積することより既存の基準劣化曲線を補正し，各々の対象橋梁の現状に応じた精度の高い劣化予測モ

デルを作成することが，これからの橋梁維持管理における課題といえる．  

そこで本研究は，大阪府の橋梁維持管理と劣化予測の実施方法についての考察することを目的に，大阪府が管理

する橋梁点検結果のうち 3 つの鋼橋をとりあげ，鋼橋の腐食（塗装劣化）の劣化特性を分析する．  

2．研究手法 

大阪府では 5 年に 1 度の近接目視による定期点検に加え，橋梁の状況に応じて中間点検の導入や直営点検を実

施し，橋梁の現状を把握するとともに点検データを蓄積し，橋の状況の将来予測を行い，橋梁の特性や重要度など

を総合的に判断した上で，橋梁の長寿命化を図るための維持管理手法を提案している． 

橋梁全体の将来予測には劣化曲線が使われており，平均劣化曲線と早期劣化曲線が用いられ，今後は 5 年に 1

回の橋梁点検結果に基づいて，劣化曲線が橋梁ごとに補正される．橋梁ごとに平均劣化曲線を作成しているが，そ

れに加えて大型車交通区分，塩害地域などの要因が劣化速度に影響を及ぼすことを想定して早期劣化曲線は作成

されている．図-1 は大阪府道路施設長寿命化計画に掲載されている平均劣化曲線と早期劣化曲線のイメージ図で

ある．  

劣化曲線は部材ごとの健全度，および各部材と

工種の重要度から設定される補正係数を用いて算

定される．部材の健全度は健全な状態を《健全度

＝100》とし，各劣化機構の損傷等級から算出され

る損傷評価点の合算値を 100 から減じて算出され

る． 

本研究では，大阪府が管理する 3 つの鋼橋の橋

梁点検報告書を用いて，鋼橋の腐食および劣化特

性について考察を行う．対象橋梁を表-2 に示す．

点検報告書に記載されている，1)点検台帳，2)写

真，3)点検調査票，4)損傷図を参照して，橋梁を構

成する各鋼部材の腐食および劣化状況の経年変化

を比較し，異なる環境に建設された対象橋梁の同

じ部材の腐食の経年変化を比較し考察する．また，

全国の橋梁点検データに基づく鋼橋の劣化特徴に

関する研究内容，鋼橋の腐食と原因となる項目を

踏まえて，3 つの橋梁の腐食速度を分析する． 

 

図-1 平均劣化曲線と早期劣化曲線 

 

表-1 腐食（塗装劣化）健全度の計算結果（A 橋） 

工種 部材 2011(41) 2016(46) 

上部工 主部材 87.5 65 

2 次部材 92.5 85 

支承部 本体 1 50 100 

本体 2 50 85 
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3．調査結果 

3 つの管理対象橋梁の上部工を構成する鋼部材，すなわち主部材

と二次部材，および支承部の本体の腐食の健全度を算出する．ここ

で，鋼橋の劣化要因の多くは塗装の劣化やそれに伴う腐食損傷であ

ることから，本研究では劣化機構のうち部材の腐食に関する点検デ

ータのみに着目して，鋼部材の腐食（塗装劣化）に関する損傷評価

点と健全度を算出する．A 橋を例にとると，腐食（塗装劣化）健全

度は表-1 のとおり算出される．表中，ハッチ付きの点検度は塗装の

塗り替えが実施されたことを示している．  

表-3 より，A 橋と B 橋の 5 年間における主部材の平均的な塗装の

劣化進行状況はほぼ同程度である．これは，2 つの橋が構造的にも

環境的にも似ていることが原因と考えられる．また，表-4 より，C

橋の上部工主部材では端部（径間 4）より中央径間部（径間 6）の部

材の方が，劣化速度が遅い傾向である．この腐食傾向は，「全国規模の道路橋点検データに基づく鋼橋の劣化の特

徴 1」」によると，端部では中間部に比べて損傷が大きい状態になる確率が早い段階から急増することが述べられて

おり，この傾向と一致している． 

損傷部位に着目すると，上部工主部材の腐食は外桁のフランジに集中している，A 橋と B 橋では床版裏面と主

桁上フランジが著しく腐食し，腐食がフランジ内側へ広がっていく傾向が認められる．また，下フランジの上面に

腐食が進行し，一部では断面欠損が見られた．C 橋では外桁のフランジ縁とウェブとフランジの接合部が腐食し，

腐食が経年とともに中央径間側に広がっていくことが確認できる．桁端部から中央径間側へ向かっての腐食範囲

の進行は，排水管・伸縮継手・床版からの漏水・滞水および冬期に散布される凍結防止剤の散布が原因と考えられ

る 2)．  

4．まとめ 

 本研究では，大阪府長寿命化修繕計画と 3 つの管理橋の点検報告書を考察することで大阪府の橋梁維持管理と

劣化予測の行い方をまとめるとともに鋼橋の腐食（塗装劣化）の特性を損傷等級・損傷部位ごとに分析した．  

 大阪府は以前に蓄積した点検データで平均劣化曲線と早期劣化曲線を作り，橋梁の健全状況を予測するととも

に橋梁の特性や重要度などを総合的に考慮し，橋ごとの維持管理手法を設定することがわかる．  

 また橋の腐食（塗装劣化）要因は構造的原因と環境的原因に分けられ，基本情報（橋長など）と取り巻く環境が

似ている橋の上部工主部材の劣化速度も差が小さいことがわかる．上部工主部材は端部では中間部に比べて損傷

がより早く，このような腐食劣化傾向は，「全国規模の道路橋点検データに基づく鋼橋の劣化の特徴」から得られ

た傾向と一致している．上部工主部材の腐食（塗装劣化）は外桁のフランジに集中し，漏水や滞留した雨水あるい

は冬期に散布される凍結防止剤の散布が原因と考えられる．  
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表-2 対象橋梁 

 

橋梁名称 架設年 橋梁種別 橋長（ｍ） 径間数 下部工基数塩害対策区分塗装塗り替え年

A橋 昭和45年 河川橋 35.6 1 2 200mを越える 1970

B橋 昭和44年 河川橋 20.4 1 2 200mを越える 1989

C橋 昭和45年 高架橋 313.8 11 12 200mを越える 1996

表-3 主部材の健全度比較１ 

A 橋 87.5（2011） 65（2016）

B 橋 87.5（2006） 65（2011）

 

表-4 主部材の健全度比較２（C 橋） 

 

部材 2006(10) 2012(16) 2017(21)

主部材4 97.5 90 62.5

主部材5 97.5 92.5 70

主部材6 97.5 97.5 97.5

主部材7 97.5 92.5 90

主部材8 90 90 90

橋 腐食健 度（ 回分）

平成30年度土木学会関西支部年次学術講演会

Ⅰ- 50


